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、
恥
ｒ
ノ

野
村
佑
香
（
一
三
を
は
じ
め
、

前
田
愛
（
三
）
、
浜
丘
麻
矢
（
一

己
、
大
村
彩
天
一
二
）
の
“チ
ャ

イ
ド
ル
〃
ト
ッ
プ
４
の
揃
い
ぷ

み
で
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
の

が
五
月
か
ら
始
ま
る
フ
ジ
テ
レ

ピ
系
『
木
曜
の
怪
談
ｗ
』
（
木

曜
夜
七
時
五
十
四
分
）
・

三
日
、
都
内
で
行
わ
れ
た
制

作
発
表
の
席
で
も
、
先
輩
タ
レ

ン
ト
を
相
手
に
、
物
お
じ
し
な

い
大
物
ぶ
り
を
見
せ
た
チ
ャ
イ

ド
ル
た
ち
。
四
人
が
主
演
す
る

の
は
第
二
章
の
「
妖
怪
新
聞
」
。

「
木
曜
の
怪
鮫
ｗ
」
の
制
作
発
表
で
せ
い
ぞ

ろ
い
し
た
ト
ッ
プ
チ
ャ
イ
ド
ル
た
ち

「
普
段
か
ら
と
て
も
仲
が
い
 
ス
解
消
に
な
る
ん
で
す
よ
。
そ

い
」
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
会
れ
と
、
出
て
く
る
妖
怪
が
ｊ
弓

見
の
ち
ょ
っ
と
し
た
合
間
に
も
て
も
カ
ワ
イ
イ
の
で
、
ぜ
ひ
、
一
引
釦
引
力
峠
硯
奄
柊
垂
い
吟

キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
と
ふ
ざ
け
合
見
て
く
だ
さ
い
ネ
」
と
ア
ピ
ー
｜
-、

い
、
そ
の
ノ
リ
は
、
ま
さ
に
コ
ル
。
饗
愚
私
立
中
の
設
渥
堂
岬
シ
小
画
を
思
わ
せ
る
タ
ィ

ド
モ
。
だ
が
、
時
折
見
せ
る
大
が
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ァ
ッ
シ
、
酬
感
勿
計
恥
礎
砂
懲
睡
乖
狸

；
一
Ｉ
 
オ
ン
″の
名
前
で
あ

悪
胆
圏
田
区
ト
レ
ス
解
消
罰
ダ
る
。
大
驚
国
の
、

○
α
 
束
ア
フ
リ
カ
鉄
道
建

人
ぴ
た
視
線
や
コ
ヶ
テ
ィ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
が
生
か
せ
る
濤
言
卜
騨
製
潮
朧

ュ
な
表
情
は
、
や
は
り
、
た
だ
に
一
一
犀
舜
審
窪
帷
癖
雷
鶴
毎
が
“へ
さ
せ
た
事
件
の
実
話

の
〃
子
役
″で
は
な
い
。

咄
翻
綿
鰯
愛
撫
織
脱
郷
一
一
舟
辮
輔
鼎

上
げ
る
の
が
得
意
に
な
っ
ち
ゃ
な
り
そ
う
だ
。

｜
ほ
ど
プ
レ
デ
タ
ー
が
ラ
イ
オ
ン

い
ま
し
た
。
悲
鳴
っ
て
ス
ト
レ
 
一
 
に
な
っ
た
か
、
と
い
う
そ
こ
そ
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亡
く
な
る
直
前
ま
で
舞
台
復

帰
に
情
熱
を
燃
や
し
、
病
室
で

も
台
本
を
離
さ
な
か
っ
た
杉
村

さ
ん
。
杉
村
さ
ん
の
遺
体
は
四

日
午
前
三
時
す
ぎ
、
東
京
都
新

宿
区
信
濃
町
の
文
学
座
に
戻
っ

宿
区
信
濃
町
一
○
の
文
学
座
ア

ト
リ
エ
で
。
喪
主
は
長
女
、
石

山
ヒ
ロ
さ
ん
。

文
学
座
の
劇
団
葬
は
二
十
八

日
午
後
一
時
か
ら
、
東
京
都
港

区
南
青
山
ニ
ノ
三
三
ノ
ー
○
の

青
山
葬
儀
所
で
行
わ
れ
る
。

虐
・
仕
掛
け
る
罠
を
読
み
、
あ

ざ
笑
う
。
楽
し
む
か
の
よ
う
に

人
間
を
襲
い
続
け
、
つ
い
に
高

名
な
ハ
ン
タ
ー
、
レ
ミ
ン
ト
ン

（
ダ
グ
ラ
ス
）
が
雇
わ
れ
る
。

現
地
を
知
り
尽
く
し
た
レ
ミ
ン

ト
ン
に
希
望
を
託
し
、
パ
タ
ー

ソ
ン
は
、
〈
ゴ
ー
ス
ト
〉
と

ハ
ダ
ー
ク
ネ
ス
〉
と
の
戦
い
に

し
Ｄ
ｎ
Ｊ
、

制
定
ｌ

〈
見
ど
こ
ろ
〉
南
ア
フ
リ
カ

ロ
ケ
が
見
事
。
そ
の
景
観
・
動

物
、
鉄
道
建
設
現
壗
虐
ク
ラ
シ

し
て
い
た
時
に
、
築
地
小
劇
場

の
巡
業
公
演
を
見
て
感
動
し
、

昭
和
二
年
認
新
劇
女
優
を
目
指

し
て
上
京
、
圃
小
剛
場
の
研
究

生
と
な
っ
た
。
同
年
「
何
が
彼

女
を
そ
う
さ
せ
た
か
」
で
初
舞

台
。
劇
団
解
散
後
、
築
地
座
を

経
て
、
同
士
隼
に
文
学
座
の

創
立
に
参
加
し
、
リ
ー
ダ
ー
的

存
在
と
し
て
活
躍
し
た
。

同
二
十
年
、
森
本
薫
作
「
女

の
一
生
」
の
布
引
け
い
役
を
初

演
し
、
同
二
士
一
一
年
、
こ
の
作

品
で
戦
後
初
の
芸
術
院
賞
を
受

賞
。
「
女
の
一
生
」
は
平
成
二

年
ま
で
何
度
も
再
演
さ
れ
、
九

百
回
を
超
え
る
上
演
回
数
と
な

ツ
ク
な
機
関
車
と
、
血
な
ま
ぐ

さ
い
大
決
闘
の
舞
台
作
り
も
う

ま
く
用
意
さ
れ
て
い
る
。
見
ど

こ
ろ
の
ラ
イ
オ
ン
と
の
死
闘
だ

が
、
こ
の
ラ
イ
オ
ン
に
は
様
々

な
罠
も
全
く
通
じ
な
い
。
頭
も

よ
く
、
神
出
鬼
没
で
残
虐
極
ま

り
な
い
が
、
下
手
な
動
物
パ
ニ

ッ
ク
映
画
と
違
っ
て
、
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
を
維
持
し
た
演
出
で
最

後
ま
で
心
地
よ
い
緊
張
感
で
楽

し
め
る
。
公
開
中
。

【
え
ん
魔
様
の
評
価
（
★
★

★
が
最
高
）
】
こ
ん
な
ラ
イ
オ

ン
が
い
る
と
こ
ろ
で
鉄
道
を
作

っ
て
い
た
な
ん
て
″Ⅱ
★
★

（
本
郷
元
太
郎
）

◇
毎
週
火
、
金
曜
掲
戦

Ｉ
 
一

３
月
氾
日
 
カ
ナ
ダ
人
の
ガ

ー
ル
フ
レ
ン
ド
、
ロ
ン
グ
と
映

画
の
試
写
会
に
行
こ
う
と
し
た

ら
、
風
邪
で
寝
込
ん
で
い
る
と

か
。
僕
の
ガ
ー
ル
・
フ
レ
ン
ド

は
、
な
ぜ
か
体
が
弱
い
。
十
年

前
に
付
き
合
っ
て
い
た
ア
メ
リ

カ
人
の
彼
女
も
始
終
ど
こ
か
が

「
痛
い
」
「
苦
し
い
」
と
言
っ

て
い
た
し
、
パ
リ
留
学
中
の
唯

一
の
彼
女
も
ひ
弱
だ
っ
た
。
自

分
も
体
が
弱
い
た
め
、
そ
う
い

う
女
性
に
シ
ン
パ
シ
ー
を
覚
え

る
の
か
。
ダ
リ
ア
か
ら
Ｆ
Ａ

Ｘ
。
「
今
ま
で
の
辛
い
思
い
出

勲
章
を
「
私
に
は
大
き
過
ぎ

る
」
と
辞
退
し
て
話
題
に
。

桂
由
美
さ
ん
、
女
優
の
平
淑
恵

ら
が
相
次
い
で
弔
問
に
訪
れ

た
。昨

年
、
杉
村
さ
ん
の
代
表
作

「
女
の
一
生
」
を
引
き
継
い
だ

平
は
「
去
年
ぐ
ら
い
か
ら
足
が

む
く
む
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

が
、
病
気
と
い
う
の
は
ま
っ
た

く
知
ら
な
か
っ
た
」
と
話
し
、

「
先
生
か
ら
〃
伝
統
芸
能
な
ら

ば
芸
の
継
承
も
あ
る
が
新
劇
に

は
そ
う
い
う
も
の
は
な
い
の
。

自
田
に
お
や
り
な
さ
い
〃
と
言

わ
れ
た
。
十
九
年
前
初
め
て
お

会
い
し
た
際
は
、
と
て
も
厳
し

ｌは皆忘
れ
ま
し
ょ
う
」
と
。
ク

リ
ス
マ
ス
の
絶
縁
状
以
来
の
便

り
に
思
わ
ず
涙
。
な
ん
と
彼

女
、
日
本
人
の
恋
人
に
妊
娠
さ

せ
ら
れ
、
殴
ら
れ
た
由
。
僕
を

誹
誘
し
た
こ
の
恋
人
と
僕
と
、

ど
ち
ら
が
非
道
か
：
-。

３
月
四
日
 
書
評
家
Ｋ
氏
が

″雪
如
蝕
毒
今
和
鄙
唾
叱

高
 
氏
は
た
だ
で
（
１
）
白

最
人
女
性
を
紹
介
し
て
く

は
 
れ
る
と
い
う
。
高
田
馬

味
瀧
唾
託
醇
瀦
蕊

郵
グ
リ
）
・
久
し
ぶ
り
の

封
罷
弘
号
垂
学
埜
蕊
諜
鍛

人
仏
語
も
通
じ
ず
、
一
つ

白
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
で
き

の
 
た
の
は
日
本
語
の
「
ス

々
 
ケ
ベ
ー
」
な
り
。

久
と
堯
個
倒
唱
イ
翠
岬
》

食
べ
、
渋
谷
で
映
画
。
『
佐
川

君
は
多
重
人
格
』
（
仮
題
）
の

最
終
ゲ
ラ
が
来
て
い
る
の
に

…
。
わ
が
人
生
は
、
〃
遊
び
を

せ
ん
と
や
生
ま
れ
け
ん
“だ
。

４
月
１
日
 
河
出
書
房
の
担

当
編
集
者
と
打
拓
合
わ
せ
。
そ

れ
で
は
九
日
、
ロ
フ
ト
。
プ
ラ

ス
・
ワ
ン
で
会
い
ま
し
ょ
う
！

．
（
佐
川
一
政
）

く
、
〃
登
校
拒
否
″に
な
る
く

ら
い
怖
か
っ
た
が
、
お
芝
居
を

離
れ
る
と
と
て
も
優
し
い
方
で

し
た
。
本
当
に
い
い
師
匠
に
巡

り
合
え
た
と
思
う
」
と
、
涙
な

が
ら
に
そ
の
死
を
悼
ん
だ
。

．
ま
た
、
杉
村
さ
ん
と
は
半
世

紀
以
上
の
付
き
合
い
と
い
う
中

村
メ
イ
コ
は
、
「
私
に
と
っ
て

先
生
は
女
優
業
の
教
科
書
。
杉

村
先
生
と
同
じ
空
気
を
吸
え
て

る
と
思
う
か
ら
、
生
き
て
こ
ら

れ
た
。
九
十
一
歳
と
い
う
年
齢

を
感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い
、
あ

ん
な
に
華
や
か
で
色
っ
ぽ
く
、

へ
つ
ら
う
と
こ
ろ
の
な
い
方
は

い
ま
せ
ん
。
改
め
て
人
拍
手
で

す
」
と
話
し
た
。

昨
秋
蕊
幾
魁
謹
癖
一
維
瀞
澱
緩
切
舞
驚

１
月
か
ら
入
退
院

-劇
団
関
係
煮
駐
懲
峰
杉

村
さ
ん
の
容
体
が
悪
化
し
た
の

は
先
月
十
六
日
。
そ
の
後
、
病

状
は
一
進
一
退
と
な
っ
た
が
、

今
月
三
日
に
な
っ
て
再
び
急

変
、
長
女
の
石
山
ヒ
ロ
さ
ん
ら

親
し
い
関
係
者
に
看
取
ら
れ
て

息
を
引
き
取
っ
た
。
七
十
年
の

舞
台
人
生
。
昨
年
秋
の
「
華
々

し
き
一
族
」
が
最
後
の
舞
台
に

な
っ
た
Ｏ

杉
村
さ
ん
が
最
初
に
体
の
異

常
を
訴
え
た
の
は
、
今
年
一
月

十
九
日
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ

マ
「
鰊
・
お
ん
な
の
遺
言
状
」

の
収
録
後
、
帰
宅
途
中
に
気
分

が
悪
く
な
り
、
貧
血
と
腰
痛
で

入
院
。
、
一
時
は
退
院
し
、
自
宅

療
養
を
し
て
い
た
が
、
主
治
医

か
ら
「
無
理
を
し
な
い
方
が
い

い
」
と
言
わ
れ
、
ド
ラ
マ
を
降

板
し
、
次
の
舞
台
に
備
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
月
上
旬
に
再

び
体
調
が
悪
化
。
三
月
に
予
定

さ
れ
て
い
た
舞
台
「
華
岡
青
洲

の
妻
」
（
新
橋
演
舞
場
）
に
ド

ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
っ

た
。
記
者
会
見
で
は
「
十
二
指

腸
か
い
よ
う
」
と
発
表
さ
れ
、

こ
れ
が
芸
歴
七
十
年
の
杉
村
さ

続
々
と
弔
問
客
が
訪
れ
る
杉
村

さ
ん
の
自
宅
兼
文
学
座
の
ア
ト

リ
エ
Ⅱ
４
日
午
前
、
東
京
・
新

宿
区
信
濃
町
-

ん
に
と
っ
て
初
め
て
の
鯉
燕
峰

板
だ
っ
た
。

病
院
で
は
、
多
鰍
の
軸
浬
を

行
い
、
腹
部
に
た
ま
っ
て
た

腹
水
の
除
去
な
ど
の
治
漂
が
施

さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
文
学
座

関
係
者
に
よ
る
と
、
病
床
の
杉

村
さ
ん
は
謎
丈
で
、
「
舞
台
に

は
必
ず
出
る
」
「
セ
リ
フ
は
も

通
夜
は
５
日

告
別
式
６
日

劇
団
葬
は
犯
日
に

杉
村
さ
ん
の
通
夜
は
五
日
午

後
七
時
か
ら
、
告
別
式
は
六
日

午
前
十
一
時
か
ら
、
東
京
都
新

こ
の
出
来
で
あ
る
。
主
演
に

「
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
の
バ
ル
・
キ
ル
マ

ー
、
前
作
と
は
大
違
い
の
力
演

に
ビ
ッ
ク
リ
。
助
っ
人
に
「
デ

イ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ヤ
ー
」
の
マ
イ

ケ
ル
・
ダ
グ
ラ
ス
が
卵
分
ほ
ど

た
っ
て
や
っ
と
登
場
す
る
が
、

ア
シ
と
驚
く
退
場
の
仕
方
に
は

ア
然
…
Ⅳ

〈
ス
ト
ー
リ
ー
〉
１
８
９
８

年
、
東
ア
フ
リ
カ
の
ツ
ァ
ボ
河

に
架
け
る
橋
を
建
設
す
る
た
め

に
、
ジ
ョ
ン
・
パ
タ
ー
ソ
ン
火

最
後
ま
で
心
地
よ
い
緊
張
感

佐
（
キ
ル
マ
ー
）
が
着
任
。
彼

を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
、
ア

フ
リ
カ
人
が
〃
シ
ヤ
イ
タ
ニ
〃
．

〈
夜
の
悪
魔
〉
と
恐
れ
る
人
食

い
ラ
イ
オ
ン
と
の
戦
い
だ
っ

た
。
厳
戒
態
勢
の
中
、
職
牲
者

は
３
カ
月
で
鋤
人
以
上
に
も
達

し
た
。
そ
の
手
口
は
ラ
イ
オ
ン

の
仕
業
と
い
う
に
は
狡
滑
で
残

し
て
鰭
題
に
「
私
に
は
大
き
過
ぎ
る
」
（

う
頭
に
入
っ
た
か
ら
大
丈
夫

よ
」
な
ど
と
台
本
を
読
み
な
が

ら
意
欲
を
見
せ
て
い
た
。

・
復
帰
作
と
し
て
は
、
・
文
学
座

の
五
月
公
演
「
柘
榴
（
ざ
く

ろ
）
の
あ
る
家
」
が
予
定
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
も
三
月
中
旬

に
降
板
が
決
定
。
こ
の
こ
ろ
に

は
、
杉
村
さ
ん
は
、
食
事
が
取

れ
な
く
な
り
、
筋
力
が
落
ち
て

歩
く
こ
と
も
で
き
な
い
状
態

で
、
・
点
滴
治
療
が
続
い
て
い

た
。広

島
県
の
山
中
高
女
を
卒
業

後
、
声
楽
家
を
志
し
て
東
京
音

楽
学
校
を
受
験
し
た
が
失
敗
。

故
郷
で
女
学
校
の
代
用
教
員
を

文
学
座
と
共
に
歩
む

た
。
四
十
数
年
間
に
及
び
、
女

優
と
し
て
苦
楽
を
共
に
し
た
場

へ
の
無
言
の
帰
宅
。

遺
体
は
い
っ
た
ん
、
文
学
座

け
い
こ
場
に
あ
る
本
読
み
室
に

安
置
。
十
二
畳
の
本
読
み
室

は
、
代
表
作
「
女
の
一
生
」
の

け
い
こ
を
千
回
数
以
上
も
こ
な

し
た
場
だ
。
そ
の
後
、
遺
体
は

舞
台
の
あ
る
ア
ト
リ
エ
に
移
さ

れ
た
が
、
自
宅
も
同
じ
敷
地
に

っ
た
。
代
表
的
な
舞
台
は
、
ほ

か
に
三
島
由
紀
夫
作
「
鹿
鳴

館
」
、
Ｔ
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
作

「
欲
望
と
い
う
名
の
電
車
」
、

有
吉
佐
和
子
作
「
華
岡
青
洲
の

妻
」
な
ど
。

舞
台
の
ほ
か
、
百
四
十
本
以

上
の
映
画
に
出
演
。
テ
レ
ビ
で

も
活
躍
し
た
。
昭
和
四
十
四
年

朝
日
文
化
賞
、
毎
日
文
化
賞
、

同
四
十
九
年
に
文
化
功
労
者
。

平
成
四
年
「
ふ
る
あ
め
り
か
に

袖
は
ぬ
ら
さ
じ
」
で
芸
術
祭
賞

と
紀
伊
国
屋
演
劇
賞
個
人
賞
、
、

同
七
年
に
映
画
「
午
後
の
遺
言

状
」
で
キ
ネ
マ
旬
報
主
演
女
優

賞
な
ど
を
受
賞
。
同
年
、
文
化

’０
１
０
１
０
ｌ
０
ｌ
０
９
１
Ｉ
０
Ｕ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
０
Ｂ
０
０
Ｉ
４
９
Ｉ
４
Ｉ
ｐ

あ
り
、
ま
さ
に
文
学
座
と
と
も

に
歩
ん
だ
人
生
だ
っ
た
。
生
前
、

「
わ
た
し
が
死
ん
だ
ら
、
こ
こ

で
｝
と
話
し
て
い
た
通
り
、
葬

儀
は
ア
ト
リ
エ
で
行
わ
れ
る
。

か
つ
て
文
学
座
研
究
生
だ
っ

た
こ
と
も
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

侭
脈
劣
酢
籍

中
村
メ
イ
ロ

２
藍
弓
Ｄ
だ
、
Ｅ
ｕ
季
彦
玉
ま
一

細
矧
剛
呼
ザ
リ
卿
殿
斜
岬
・
廷

世
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
届

ん
ｌ

Ⅲ

Ⅲ
・
川
 
「
女
の
一
生
」
な
ど
数
々
の
名
舞
台
で
川

川
日
本
演
劇
界
を
代
表
す
る
大
女
優
、
杉
村
川Ⅲ

名
か
石
山
春
子
）
さ
ん
が
四
日
Ⅲ

士
干
常
頭
韮
舶
瞬
騨
あ
叩

Ⅲ
た
め
齢
東
京
都
文
京
区
の
日
本
医
科
大
病
川

臓
Ⅱ川

院
で
死
去
し
た
。
九
十
一
歳
だ
っ
た
。
今
川

川
年
一
月
に
体
調
を
崩
し
て
以
来
、
入
退
院
川Ⅲ

砥
０
 
川
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
病
床
で
台
本
を
川

Ⅲ

Ｅ
″凹
む
州
読
む
な
ど
、
最
後
ま
で
舞
台
へ
の
執
念
を
川

・
川
燃
や
し
続
け
、
女
艇
と
し
て
の
〃
女
の
一
川

す
●
■
Ⅱ
Ⅱ川

生
〃
を
ま
っ
と
う
し
た
。

ｌ

Ⅲ

当
三
三
三
二
一
一
二
一
三
三
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
三
一
一
三
三
三
三
一
利

令
刊
ざ
１
８
電
昭
的
咀
咀
や
。
》
凹
凸
４
９
 

１
Ｆ
 

山
。
Ｌ
ロ
-ひ
■
ｌ
ｂ
ａ
●
＄
４
ｂ
田
画
-．
---Ｉ
ｉ
ｌ
４
管
Ｆ
Ｚ
ｈ
、
Ｕ
０
Ｉ
印
■
Ｌ
，
館
１
１
４
１
泊
ｑ
ｌ
好
Ⅷ
ａ
打
口
ｒ
勵
川
Ｊ
Ｒ
用
Ｆ
ｗ
Ｊ
叩
ｊ
１
１
屯
４
Ｆ
●
４
０
０
’０
、
川
α
１
１
小
。
、
ｄ
団
９
Ｊ
も
§
閂
Ｊ
４
．
’一
Ｊ
１
Ｊ
ｑ
１
０
Ｉ
Ｆ
Ｔ

１

轡
一一

一

州
矧
剥
州
倒
閣
瀞
融
刷
Ｈ
Ｎ
ｌ
原
遡
掴
麺
唾
牽
祇
盤

軽
挙
・
串
１
Ｌ
■
■
降
世

「
華
やＩ

声

■

I

■ 弓

､
I

I
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、
恥
ｒ
ノ

野
村
佑
香
（
一
三
を
は
じ
め
、

前
田
愛
（
三
）
、
浜
丘
麻
矢
（
一

己
、
大
村
彩
天
一
二
）
の
“チ
ャ

イ
ド
ル
〃
ト
ッ
プ
４
の
揃
い
ぷ

み
で
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
の

が
五
月
か
ら
始
ま
る
フ
ジ
テ
レ

ピ
系
『
木
曜
の
怪
談
ｗ
』
（
木

曜
夜
七
時
五
十
四
分
）
・

三
日
、
都
内
で
行
わ
れ
た
制

作
発
表
の
席
で
も
、
先
輩
タ
レ

ン
ト
を
相
手
に
、
物
お
じ
し
な

い
大
物
ぶ
り
を
見
せ
た
チ
ャ
イ

ド
ル
た
ち
。
四
人
が
主
演
す
る

の
は
第
二
章
の
「
妖
怪
新
聞
」
。

「
木
曜
の
怪
鮫
ｗ
」
の
制
作
発
表
で
せ
い
ぞ

ろ
い
し
た
ト
ッ
プ
チ
ャ
イ
ド
ル
た
ち

「
普
段
か
ら
と
て
も
仲
が
い
 
ス
解
消
に
な
る
ん
で
す
よ
。
そ

い
」
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
会
れ
と
、
出
て
く
る
妖
怪
が
ｊ
弓

見
の
ち
ょ
っ
と
し
た
合
間
に
も
て
も
カ
ワ
イ
イ
の
で
、
ぜ
ひ
、
一
引
釦
引
力
峠
硯
奄
柊
垂
い
吟

キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
と
ふ
ざ
け
合
見
て
く
だ
さ
い
ネ
」
と
ア
ピ
ー
｜
-、

い
、
そ
の
ノ
リ
は
、
ま
さ
に
コ
ル
。
饗
愚
私
立
中
の
設
渥
堂
岬
シ
小
画
を
思
わ
せ
る
タ
ィ

ド
モ
。
だ
が
、
時
折
見
せ
る
大
が
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ァ
ッ
シ
、
酬
感
勿
計
恥
礎
砂
懲
睡
乖
狸

；
一
Ｉ
 
オ
ン
″の
名
前
で
あ

悪
胆
圏
田
区
ト
レ
ス
解
消
罰
ダ
る
。
大
驚
国
の
、

○
α
 
束
ア
フ
リ
カ
鉄
道
建

人
ぴ
た
視
線
や
コ
ヶ
テ
ィ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
が
生
か
せ
る
濤
言
卜
騨
製
潮
朧

ュ
な
表
情
は
、
や
は
り
、
た
だ
に
一
一
犀
舜
審
窪
帷
癖
雷
鶴
毎
が
“へ
さ
せ
た
事
件
の
実
話

の
〃
子
役
″で
は
な
い
。

咄
翻
綿
鰯
愛
撫
織
脱
郷
一
一
舟
辮
輔
鼎

上
げ
る
の
が
得
意
に
な
っ
ち
ゃ
な
り
そ
う
だ
。

｜
ほ
ど
プ
レ
デ
タ
ー
が
ラ
イ
オ
ン

い
ま
し
た
。
悲
鳴
っ
て
ス
ト
レ
 
一
 
に
な
っ
た
か
、
と
い
う
そ
こ
そ

ｉ
ｌ
ｌ
１
１
１
--１
１
-１
１
--１
１
１
１
１
-ｌ
-！
ｌ
-■
■
■
■
■
晒
類
翻
届
■
 

〒
！
’-

亡
く
な
る
直
前
ま
で
舞
台
復

帰
に
情
熱
を
燃
や
し
、
病
室
で

も
台
本
を
離
さ
な
か
っ
た
杉
村

さ
ん
。
杉
村
さ
ん
の
遺
体
は
四

日
午
前
三
時
す
ぎ
、
東
京
都
新

宿
区
信
濃
町
の
文
学
座
に
戻
っ

宿
区
信
濃
町
一
○
の
文
学
座
ア

ト
リ
エ
で
。
喪
主
は
長
女
、
石

山
ヒ
ロ
さ
ん
。

文
学
座
の
劇
団
葬
は
二
十
八

日
午
後
一
時
か
ら
、
東
京
都
港

区
南
青
山
ニ
ノ
三
三
ノ
ー
○
の

青
山
葬
儀
所
で
行
わ
れ
る
。

虐
・
仕
掛
け
る
罠
を
読
み
、
あ

ざ
笑
う
。
楽
し
む
か
の
よ
う
に

人
間
を
襲
い
続
け
、
つ
い
に
高

名
な
ハ
ン
タ
ー
、
レ
ミ
ン
ト
ン

（
ダ
グ
ラ
ス
）
が
雇
わ
れ
る
。

現
地
を
知
り
尽
く
し
た
レ
ミ
ン

ト
ン
に
希
望
を
託
し
、
パ
タ
ー

ソ
ン
は
、
〈
ゴ
ー
ス
ト
〉
と

ハ
ダ
ー
ク
ネ
ス
〉
と
の
戦
い
に

し
Ｄ
ｎ
Ｊ
、

制
定
ｌ

〈
見
ど
こ
ろ
〉
南
ア
フ
リ
カ

ロ
ケ
が
見
事
。
そ
の
景
観
・
動

物
、
鉄
道
建
設
現
壗
虐
ク
ラ
シ

し
て
い
た
時
に
、
築
地
小
劇
場

の
巡
業
公
演
を
見
て
感
動
し
、

昭
和
二
年
認
新
劇
女
優
を
目
指

し
て
上
京
、
圃
小
剛
場
の
研
究

生
と
な
っ
た
。
同
年
「
何
が
彼

女
を
そ
う
さ
せ
た
か
」
で
初
舞

台
。
劇
団
解
散
後
、
築
地
座
を

経
て
、
同
士
隼
に
文
学
座
の

創
立
に
参
加
し
、
リ
ー
ダ
ー
的

存
在
と
し
て
活
躍
し
た
。

同
二
十
年
、
森
本
薫
作
「
女

の
一
生
」
の
布
引
け
い
役
を
初

演
し
、
同
二
士
一
一
年
、
こ
の
作

品
で
戦
後
初
の
芸
術
院
賞
を
受

賞
。
「
女
の
一
生
」
は
平
成
二

年
ま
で
何
度
も
再
演
さ
れ
、
九

百
回
を
超
え
る
上
演
回
数
と
な

ツ
ク
な
機
関
車
と
、
血
な
ま
ぐ

さ
い
大
決
闘
の
舞
台
作
り
も
う

ま
く
用
意
さ
れ
て
い
る
。
見
ど

こ
ろ
の
ラ
イ
オ
ン
と
の
死
闘
だ

が
、
こ
の
ラ
イ
オ
ン
に
は
様
々

な
罠
も
全
く
通
じ
な
い
。
頭
も

よ
く
、
神
出
鬼
没
で
残
虐
極
ま

り
な
い
が
、
下
手
な
動
物
パ
ニ

ッ
ク
映
画
と
違
っ
て
、
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
を
維
持
し
た
演
出
で
最

後
ま
で
心
地
よ
い
緊
張
感
で
楽

し
め
る
。
公
開
中
。

【
え
ん
魔
様
の
評
価
（
★
★

★
が
最
高
）
】
こ
ん
な
ラ
イ
オ

ン
が
い
る
と
こ
ろ
で
鉄
道
を
作

っ
て
い
た
な
ん
て
″Ⅱ
★
★

（
本
郷
元
太
郎
）

◇
毎
週
火
、
金
曜
掲
戦

Ｉ
 
一

３
月
氾
日
 
カ
ナ
ダ
人
の
ガ

ー
ル
フ
レ
ン
ド
、
ロ
ン
グ
と
映

画
の
試
写
会
に
行
こ
う
と
し
た

ら
、
風
邪
で
寝
込
ん
で
い
る
と

か
。
僕
の
ガ
ー
ル
・
フ
レ
ン
ド

は
、
な
ぜ
か
体
が
弱
い
。
十
年

前
に
付
き
合
っ
て
い
た
ア
メ
リ

カ
人
の
彼
女
も
始
終
ど
こ
か
が

「
痛
い
」
「
苦
し
い
」
と
言
っ

て
い
た
し
、
パ
リ
留
学
中
の
唯

一
の
彼
女
も
ひ
弱
だ
っ
た
。
自

分
も
体
が
弱
い
た
め
、
そ
う
い

う
女
性
に
シ
ン
パ
シ
ー
を
覚
え

る
の
か
。
ダ
リ
ア
か
ら
Ｆ
Ａ

Ｘ
。
「
今
ま
で
の
辛
い
思
い
出

勲
章
を
「
私
に
は
大
き
過
ぎ

る
」
と
辞
退
し
て
話
題
に
。

桂
由
美
さ
ん
、
女
優
の
平
淑
恵

ら
が
相
次
い
で
弔
問
に
訪
れ

た
。昨

年
、
杉
村
さ
ん
の
代
表
作

「
女
の
一
生
」
を
引
き
継
い
だ

平
は
「
去
年
ぐ
ら
い
か
ら
足
が

む
く
む
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

が
、
病
気
と
い
う
の
は
ま
っ
た

く
知
ら
な
か
っ
た
」
と
話
し
、

「
先
生
か
ら
〃
伝
統
芸
能
な
ら

ば
芸
の
継
承
も
あ
る
が
新
劇
に

は
そ
う
い
う
も
の
は
な
い
の
。

自
田
に
お
や
り
な
さ
い
〃
と
言

わ
れ
た
。
十
九
年
前
初
め
て
お

会
い
し
た
際
は
、
と
て
も
厳
し

ｌは皆忘
れ
ま
し
ょ
う
」
と
。
ク

リ
ス
マ
ス
の
絶
縁
状
以
来
の
便

り
に
思
わ
ず
涙
。
な
ん
と
彼

女
、
日
本
人
の
恋
人
に
妊
娠
さ

せ
ら
れ
、
殴
ら
れ
た
由
。
僕
を

誹
誘
し
た
こ
の
恋
人
と
僕
と
、

ど
ち
ら
が
非
道
か
：
-。

３
月
四
日
 
書
評
家
Ｋ
氏
が

″雪
如
蝕
毒
今
和
鄙
唾
叱

高
 
氏
は
た
だ
で
（
１
）
白

最
人
女
性
を
紹
介
し
て
く

は
 
れ
る
と
い
う
。
高
田
馬

味
瀧
唾
託
醇
瀦
蕊

郵
グ
リ
）
・
久
し
ぶ
り
の

封
罷
弘
号
垂
学
埜
蕊
諜
鍛

人
仏
語
も
通
じ
ず
、
一
つ

白
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
で
き

の
 
た
の
は
日
本
語
の
「
ス

々
 
ケ
ベ
ー
」
な
り
。

久
と
堯
個
倒
唱
イ
翠
岬
》

食
べ
、
渋
谷
で
映
画
。
『
佐
川

君
は
多
重
人
格
』
（
仮
題
）
の

最
終
ゲ
ラ
が
来
て
い
る
の
に

…
。
わ
が
人
生
は
、
〃
遊
び
を

せ
ん
と
や
生
ま
れ
け
ん
“だ
。

４
月
１
日
 
河
出
書
房
の
担

当
編
集
者
と
打
拓
合
わ
せ
。
そ

れ
で
は
九
日
、
ロ
フ
ト
。
プ
ラ

ス
・
ワ
ン
で
会
い
ま
し
ょ
う
！

．
（
佐
川
一
政
）

く
、
〃
登
校
拒
否
″に
な
る
く

ら
い
怖
か
っ
た
が
、
お
芝
居
を

離
れ
る
と
と
て
も
優
し
い
方
で

し
た
。
本
当
に
い
い
師
匠
に
巡

り
合
え
た
と
思
う
」
と
、
涙
な

が
ら
に
そ
の
死
を
悼
ん
だ
。

．
ま
た
、
杉
村
さ
ん
と
は
半
世

紀
以
上
の
付
き
合
い
と
い
う
中

村
メ
イ
コ
は
、
「
私
に
と
っ
て

先
生
は
女
優
業
の
教
科
書
。
杉

村
先
生
と
同
じ
空
気
を
吸
え
て

る
と
思
う
か
ら
、
生
き
て
こ
ら

れ
た
。
九
十
一
歳
と
い
う
年
齢

を
感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い
、
あ

ん
な
に
華
や
か
で
色
っ
ぽ
く
、

へ
つ
ら
う
と
こ
ろ
の
な
い
方
は

い
ま
せ
ん
。
改
め
て
人
拍
手
で

す
」
と
話
し
た
。

昨
秋
蕊
幾
魁
謹
癖
一
維
瀞
澱
緩
切
舞
驚

１
月
か
ら
入
退
院

-劇
団
関
係
煮
駐
懲
峰
杉

村
さ
ん
の
容
体
が
悪
化
し
た
の

は
先
月
十
六
日
。
そ
の
後
、
病

状
は
一
進
一
退
と
な
っ
た
が
、

今
月
三
日
に
な
っ
て
再
び
急

変
、
長
女
の
石
山
ヒ
ロ
さ
ん
ら

親
し
い
関
係
者
に
看
取
ら
れ
て

息
を
引
き
取
っ
た
。
七
十
年
の

舞
台
人
生
。
昨
年
秋
の
「
華
々

し
き
一
族
」
が
最
後
の
舞
台
に

な
っ
た
Ｏ

杉
村
さ
ん
が
最
初
に
体
の
異

常
を
訴
え
た
の
は
、
今
年
一
月

十
九
日
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ

マ
「
鰊
・
お
ん
な
の
遺
言
状
」

の
収
録
後
、
帰
宅
途
中
に
気
分

が
悪
く
な
り
、
貧
血
と
腰
痛
で

入
院
。
、
一
時
は
退
院
し
、
自
宅

療
養
を
し
て
い
た
が
、
主
治
医

か
ら
「
無
理
を
し
な
い
方
が
い

い
」
と
言
わ
れ
、
ド
ラ
マ
を
降

板
し
、
次
の
舞
台
に
備
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
月
上
旬
に
再

び
体
調
が
悪
化
。
三
月
に
予
定

さ
れ
て
い
た
舞
台
「
華
岡
青
洲

の
妻
」
（
新
橋
演
舞
場
）
に
ド

ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
っ

た
。
記
者
会
見
で
は
「
十
二
指

腸
か
い
よ
う
」
と
発
表
さ
れ
、

こ
れ
が
芸
歴
七
十
年
の
杉
村
さ

続
々
と
弔
問
客
が
訪
れ
る
杉
村

さ
ん
の
自
宅
兼
文
学
座
の
ア
ト

リ
エ
Ⅱ
４
日
午
前
、
東
京
・
新

宿
区
信
濃
町
-

ん
に
と
っ
て
初
め
て
の
鯉
燕
峰

板
だ
っ
た
。

病
院
で
は
、
多
鰍
の
軸
浬
を

行
い
、
腹
部
に
た
ま
っ
て
た

腹
水
の
除
去
な
ど
の
治
漂
が
施

さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
文
学
座

関
係
者
に
よ
る
と
、
病
床
の
杉

村
さ
ん
は
謎
丈
で
、
「
舞
台
に

は
必
ず
出
る
」
「
セ
リ
フ
は
も

通
夜
は
５
日

告
別
式
６
日

劇
団
葬
は
犯
日
に

杉
村
さ
ん
の
通
夜
は
五
日
午

後
七
時
か
ら
、
告
別
式
は
六
日

午
前
十
一
時
か
ら
、
東
京
都
新

こ
の
出
来
で
あ
る
。
主
演
に

「
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
の
バ
ル
・
キ
ル
マ

ー
、
前
作
と
は
大
違
い
の
力
演

に
ビ
ッ
ク
リ
。
助
っ
人
に
「
デ

イ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ヤ
ー
」
の
マ
イ

ケ
ル
・
ダ
グ
ラ
ス
が
卵
分
ほ
ど

た
っ
て
や
っ
と
登
場
す
る
が
、

ア
シ
と
驚
く
退
場
の
仕
方
に
は

ア
然
…
Ⅳ

〈
ス
ト
ー
リ
ー
〉
１
８
９
８

年
、
東
ア
フ
リ
カ
の
ツ
ァ
ボ
河

に
架
け
る
橋
を
建
設
す
る
た
め

に
、
ジ
ョ
ン
・
パ
タ
ー
ソ
ン
火

最
後
ま
で
心
地
よ
い
緊
張
感

佐
（
キ
ル
マ
ー
）
が
着
任
。
彼

を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
、
ア

フ
リ
カ
人
が
〃
シ
ヤ
イ
タ
ニ
〃
．

〈
夜
の
悪
魔
〉
と
恐
れ
る
人
食

い
ラ
イ
オ
ン
と
の
戦
い
だ
っ

た
。
厳
戒
態
勢
の
中
、
職
牲
者

は
３
カ
月
で
鋤
人
以
上
に
も
達

し
た
。
そ
の
手
口
は
ラ
イ
オ
ン

の
仕
業
と
い
う
に
は
狡
滑
で
残

し
て
鰭
題
に
「
私
に
は
大
き
過
ぎ
る
」
（

う
頭
に
入
っ
た
か
ら
大
丈
夫

よ
」
な
ど
と
台
本
を
読
み
な
が

ら
意
欲
を
見
せ
て
い
た
。

・
復
帰
作
と
し
て
は
、
・
文
学
座

の
五
月
公
演
「
柘
榴
（
ざ
く

ろ
）
の
あ
る
家
」
が
予
定
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
も
三
月
中
旬

に
降
板
が
決
定
。
こ
の
こ
ろ
に

は
、
杉
村
さ
ん
は
、
食
事
が
取

れ
な
く
な
り
、
筋
力
が
落
ち
て

歩
く
こ
と
も
で
き
な
い
状
態

で
、
・
点
滴
治
療
が
続
い
て
い

た
。広

島
県
の
山
中
高
女
を
卒
業

後
、
声
楽
家
を
志
し
て
東
京
音

楽
学
校
を
受
験
し
た
が
失
敗
。

故
郷
で
女
学
校
の
代
用
教
員
を

文
学
座
と
共
に
歩
む

た
。
四
十
数
年
間
に
及
び
、
女

優
と
し
て
苦
楽
を
共
に
し
た
場

へ
の
無
言
の
帰
宅
。

遺
体
は
い
っ
た
ん
、
文
学
座

け
い
こ
場
に
あ
る
本
読
み
室
に

安
置
。
十
二
畳
の
本
読
み
室

は
、
代
表
作
「
女
の
一
生
」
の

け
い
こ
を
千
回
数
以
上
も
こ
な

し
た
場
だ
。
そ
の
後
、
遺
体
は

舞
台
の
あ
る
ア
ト
リ
エ
に
移
さ

れ
た
が
、
自
宅
も
同
じ
敷
地
に

っ
た
。
代
表
的
な
舞
台
は
、
ほ

か
に
三
島
由
紀
夫
作
「
鹿
鳴

館
」
、
Ｔ
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
作

「
欲
望
と
い
う
名
の
電
車
」
、

有
吉
佐
和
子
作
「
華
岡
青
洲
の

妻
」
な
ど
。

舞
台
の
ほ
か
、
百
四
十
本
以

上
の
映
画
に
出
演
。
テ
レ
ビ
で

も
活
躍
し
た
。
昭
和
四
十
四
年

朝
日
文
化
賞
、
毎
日
文
化
賞
、

同
四
十
九
年
に
文
化
功
労
者
。

平
成
四
年
「
ふ
る
あ
め
り
か
に

袖
は
ぬ
ら
さ
じ
」
で
芸
術
祭
賞

と
紀
伊
国
屋
演
劇
賞
個
人
賞
、
、

同
七
年
に
映
画
「
午
後
の
遺
言

状
」
で
キ
ネ
マ
旬
報
主
演
女
優

賞
な
ど
を
受
賞
。
同
年
、
文
化
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Evidence A １２ 
 
▢Page 1／1st photo: “Kazumasa Sagawa-kun and the Australian hostess Talia”（The 

woman on the left side of the photo） 
 
▢Page 2／2nd photo（below）: “Kazumasa Sagawa-kun playing with two white women” 

(The woman on the left side of the photo is Talia） 
  
▢Page 2／３rd photo（above）: “‘He did it there,’ said Kazumasa Sagawa-kun in front of 

Obara's condominium in Miura City, Kanagawa Prefecture.” 
 
▢Pages 3 and 4／4th and 5th photos: Evening Fuji April 5, 1997 article: "Sagawa-kun 

Diary" ──It describes his interaction with Talia. 
 
▢Page 5／6th photo: Weekly Gendai December 9, 2000 issue：Cover 
 
▢Page 6／7th photo: Weekly Gendai December 9, 2000 issue：Table of contents 
          Pages from 23 "Scoop gravure obtained! ‘SM bondage photo’ of Obara 

suspect blonde ‘victim’ woman“ 
 
▢Page 7／8th photo: Weekly Gendai December 9, 2000 issue: "SM bondage photo of 

Talia(woman below) 
 
▢Page 8／9th photo(above): “Lucy's father, Tim, and sister, Sophie, appeared at the press 

conference with somber expressions on their faces. They said they were 
already prepared for the ‘worst possible outcome’.'' 

 
▢Page 8／10th photo(below left): “Suspect Obara is said to have invited foreign hostesses 

to his condominium in Miura City, Kanagawa Prefecture, put them to sleep 
with drugs, and raped them.'' 

 
▢Page 8／11th photo(below right): “On October 12, investigative authorities searched 

Obara's home, at Denenchofu. However, no strong evidence linking him to 
Lucy was discovered. 

 
▢Page 9／12th photo: "SM bondage photo of Talia(woman left) 
 


